
の
献
花
や
長
岡
空
襲
体
験

な
ど
の
話
を
交
え
た
子
供

た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

語
ら
れ
、
平
和
を
誓
い
合

う
集
い
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
日
に
は
、

長
岡
空
襲
の
際
、
米
軍
の

攻
撃
目
標
と
な
っ
た
明
治

公
園(

長
岡
市
坂
之
上
３)

に｢

爆
撃
中
心
点
の
碑｣
が

建
立
さ
れ
、
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
碑
に
は
、
長
岡
空

襲
の
史
実
を
後
世
に
継
承

し
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え

る
た
め
建
立
し
た
と
結
ば

れ
て
い
る
。

拶
に
た
っ
た
森
民
夫
長
岡

市
長
は
「
互
い
に
、
文
化

歴
史
が
違
っ
て
も
、
未
来

志
向
で
相
互
理
解
を
深
め

て
い
く
事
が
世
界
平
和
と

な
る
。
平
和
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
つ
づ

け
、
世
界
の
恒
久
平
和
に

向
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組

ん
で
い
く｣

等
の
決
意
を

(1)第902号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2016年8月11日

０
名
以
上
が
出
席
し
て
行

わ
れ
た
。

戦
災
で
尊
い
命
を
落
と

し
た
児
童
や
生
徒
を
慰
霊

し
、
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
集
い
で
、
新
潟
県
教
職

員
組
合
等
が
主
催
し
、
長

岡
市
が
共
催
し
た
。

催
し
で
は
、
平
和
像
へ

８
月
１
日
午
前
９
時
、

ア
オ
ー
レ
長
岡
で｢

長
岡

市
平
和
祈
念
式
典｣

が
開

催
さ
れ
、
遺
族
や
小
中
学

生
、
市
民
等
約
１
４
０
０

名
以
上
が
集
い
平
和
を

祈
っ
た
。

式
典
は
、
映
像｢

語
り

継
ぐ
平
和
へ
の
想
い｣

に

続
き
黙
と
う
。
主
催
者
挨

昭
和

20
年
８
月
１
日

の
午
後

10
時

30
分
頃
か

ら
は
じ
ま
っ
た
Ｂ

29
に

よ
る
長
岡
空
襲
で
は
、
市

内
中
心
部
約
１
万
２
千
戸

を
消
失
し
、
学
童
約
３
０

０
名
を
含
む
、
１
４
８
６

名
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

平
和
祈
願
祭
は
、
午
前

８
時
か
ら
平
和
の
森
公
園

に
あ
る
平
和
像
の
前
で
、

小
中
学
生
や
市
民
等
３
０

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

ン
サ
ー
ト
が
、
７
月

31

日
午
後
６
時

30
分
か
ら

平
和
の
森
公
園
で
開
か

れ
、
約
８
０
０
人
が
集
う

中
、
畠
山
実
行
委
員
長
の

｢

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
ほ

し
い｣

と
い
う
挨
拶
で
開

始
と
な
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
東
中

学
校
音
楽
の
広
場
委
員
な

ど
に
よ
る｢

決
意｣

、
ひ
な

た
、
が
ぁ
が
ぁ
が
ぁ
る

ず
、
伊
藤
敏
博
が
出
演
し

楽
曲
を
楽
し
ん
だ
。

託｣

、
中

学

生

の

決

意

文
、
最
後
は
南
中
学
校
２

年
生
の
平
和
祈
念｢

誓
い｣

の
合
唱
で
終
了
し
た
。

見
た
世
界
」
と
題
し
て
、

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
と
な
っ

た
経
緯
や
イ
ラ
ク
戦
争
の

地
等
の
取
材
映
像
・
写
真

を
も
と
に
銃
を
構
え
る

ポ
ー
ズ
等
ス
テ
ー
ジ
を
フ

ル
に
使
っ
て
、
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
を
訴
え
た
。

第
２
部
は
、
高
校
生
２

名
が｢

平
和
を
願
う
取
り

組
み｣

を
紹
介
し
、
第
３

部
は
、
平
和
へ
の
願
い
を

込
め
た
鎮
魂
の
弦
楽
四
重

奏
演
奏
で
会
を
閉
じ
た
。

第

22
回
平
和
の
森
コ

式
典
で
は
、
高
校
生
に

よ
る｢

非
核
平
和
都
市
宣

言
の
朗
読｣

、
広
島
派
遣

中
学
生
へ
の
「
折
鶴
の
委

１
日
午
後
２
時
か
ら

は
、
な

が

お

か

平

和

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
同
じ
会
場

で
開
か
れ
た
。

第
１
部
記
念
講
演
会

は
、
渡
部
陽
一
さ
ん
が

「
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
が
見

は
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な

物
ま
で
ご
飯
に
混
ぜ
て
食

べ
て
い
た｣

と
当
時
の
様

子
を
語
ら
れ
た
。
ま
た
、

｢

配
給
の
米
も
手
に
入
ら

な
い
も
の
だ
か
ら
、
衣
料

品
を
買
っ
て
、
そ
れ
を
農

家
を
訪
ね
て
米
に
替
え
て

も
ら
っ
た
。
そ
れ
を
持
ち

帰
る
際
に
警
察
に
と
め
ら

れ
没
収
さ
れ
た｣

等
の
こ

と
も
述
べ
ら
れ
た
。

空
襲
当
日
に
つ
い
て
は

｢

溝
を
掘
っ
た
だ
け
の
よ

う
な
防
空
壕
に
入
ろ
う
と

し
た
が
、
町
内
の
人
に
防

空
壕
は
危
な
い
か
ら
栖
吉

川
に
逃
げ
る
よ
う
に
言
わ

れ
避
難
し
た
。
土
手
か
ら

見
た
長
岡
の
街
全
体
が
火

の
海
で
、
異
様
な
光
景

だ
っ
た｣

と
語
ら
れ
て
い

た
。｢

自
宅
も
消
失
。
町

で
は
焼
夷
弾
の
直
撃
を
受

け
た
お
婆
さ
ん
を
見
た
が

子
供
に
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
か
っ
た｣

と
言

わ
れ
て
い
た
。

述
べ
た
。

そ
の
後
、
矢
島
連
合
中

越
地
協
議
長
を
含
む｢

長

岡
非
核
平
和
市
民
の
会｣

の
各
代
表
や
中
学
生
代
表

等
に
よ
る
献
花
に
続
き
、

｢

長
岡
空
襲
の
お
話｣

と
し

て
、
反
町
忠
夫
さ
ん(

13

歳
の
と
き
に
被
災)

が
体

験
を
語
ら
れ
た
。

最
初
、
空
襲
前
の
疎
開

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語

ら
れ
た
。｢

家
財
道
具
を

左
近
の
知

人
宅
に
預

け
た
が
、

２
週
間
位

後
の
昭
和

20

年

７

月

20

日

左
近
町
の

畑
に
投
下

さ
れ
た
模

擬
原
子
爆

弾
に
よ
っ

て
全
て
な

く

な

っ

た｣

、｢

戦

時
中
は
食

べ
物
も
な

く
、
今
で

長
岡
市
内
で
多
数
の
平
和
関
連
事
業

31
日
は
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
、
１
日
に
は
平
和
祈
念
式
典
等
開
く
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１
日
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
で

長
岡
市
平
和
祈
念
式
典
開
催

今
年
の
夏
は
暑
く
、
熱
い
夏
に

な
り
そ
う
で
す
。
前
述
の
暑
い

は
文
字
通
り
、
今
年
は
猛
暑
の

長
期
天
気
予
報
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
後
述
の
熱
い
は
、
高

校
野
球
と
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
す
▼
甲
子
園
出
場
を
勝
ち

取
っ
た
地
元
、
中
越
高
校
野
球

部
員
達
に
は
昨
年
の
雪
辱
を
果

た
せ
る
よ
う
優
勝
目
指
し
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、

皆
さ
ん
に
も
熱
い
応
援
、
声
援

を
贈
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
▼
一
方
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

す
が
、
今
回
は
金
メ
ダ
ル
を
期

待
で
き
る
選
手
が
数
多
く
出
場

し
て
い
ま
す
。
水
泳
、
体
操
、

テ
ニ
ス
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
そ
し

て
国
技
の
柔
道
な
ど
。
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
男
子
は･･･

残
念
で
す
。

個
人
的
に
は
事
件
前
ま
で
か
な

り
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
。

と
も
あ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

多
く
の
方
が
夜
を
徹
し
て
観
戦

す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

▼
現
地
で
は
競
技
開
始
前
か
ら

競
技
会
場
や
選
手
の
居
住
環
境

の
不
備
、
治
安
な
ど
数
々
の
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

▼
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

選
手
が
安
心
し
て
競
技
で
き
る

環
境
と
私
達
が
熱
く
応
援
、
声

援
を
贈
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整

備

し

て

頂

け

る

よ

う
、
元

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
る

小
池
百
合
子
新
都
知
事
と
丸
川

珠
代
新
大
臣
の
辣
腕
に
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す

副議長

小堺宏彦≪№220≫

 東蔵王２

31
日
夕
方
は

平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

毎
年
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
多
く
の
平

和
関
連
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
長
岡
市
内
で
は
、

７
月
31
日(

日)

に
平
和
の
森
公
園
で｢

平
和
の
森
コ

ン
サ
ー
ト｣

が
行
わ
れ
、
８
月
１
日(

月)

に
は
、
同
公

園
で
平
和
祈
願
祭
、
ア
オ
ー
レ
長
岡
で
は｢

長
岡
市
平

和
祈
念
式
典｣

と｢

な
が
お
か
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

が
開

か
れ
、
連
合
中
越
地
協
か
ら
も
大
勢
参
加
し
た
。

な
が
お
か
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム



平 和 宣 言

1945年8月6日午前8時15分。澄みきった青空を切り裂き、かつて人類が経験したことのない「絶対悪」が広

島に放たれ、一瞬のうちに街を焼き尽くしました。朝鮮半島や、中国、東南アジアの人々、米軍の捕虜などを

含め、子どもからお年寄りまで罪もない人々を殺りくし、その年の暮れまでに14万もの尊い命を奪いました。

辛うじて生き延びた人々も、放射線の障害に苦しみ、就職や結婚の差別に遭(あ)い、心身に負った深い傷は

今なお消えることがありません。破壊し尽くされた広島は美しく平和な街として生まれ変わりましたが、あの

日、「絶対悪」に奪い去られた川辺の景色や暮らし、歴史と共に育まれた伝統文化は、二度と戻ることはない

のです。

当時17歳の男性は「真っ黒の焼死体が道路を塞(ふさ)ぎ、異臭が鼻を衝(つ)き、見渡す限り火の海の広島は

生き地獄でした。」と語ります。当時18歳の女性は「私は血だらけになり、周りには背中の皮膚が足まで垂れ

下がった人や、水を求めて泣き叫ぶ人がいました。」と振り返ります。

あれから71年、依然として世界には、あの惨禍をもたらした原子爆弾の威力をはるかに上回り、地球そのも

のを破壊しかねない1万5千発を超える核兵器が存在します。核戦争や核爆発に至りかねない数多くの事件や事

故が明らかになり、テロリストによる使用も懸念されています。

私たちは、この現実を前にしたとき、生き地獄だと語った男性の「これからの世界人類は、命を尊び平和で

幸福な人生を送るため、皆で助け合っていきましょう。」という呼び掛け、そして、血だらけになった女性の

「与えられた命を全うするため、次の世代の人々は、皆で核兵器はいらないと叫んでください。」との訴えを

受け止め、更なる行動を起こさなければなりません。そして、多様な価値観を認め合いながら、「共に生き

る」世界を目指し努力を重ねなければなりません。

今年5月、原爆投下国の現職大統領として初めて広島を訪問したオバマ大統領は、「私自身の国と同様、核

を保有する国々は、恐怖の論理から逃れ、核兵器のない世界を追求する勇気を持たなければならない。」と訴

えました。それは、被爆者の「こんな思いを他の誰にもさせてはならない」という心からの叫びを受け止め、

今なお存在し続ける核兵器の廃絶に立ち向かう「情熱」を、米国をはじめ世界の人々に示すものでした。そし

て、あの「絶対悪」を許さないというヒロシマの思いがオバマ大統領に届いたことの証しでした。

今こそ、私たちは、非人道性の極みである「絶対悪」をこの世から消し去る道筋をつけるためにヒロシマの

思いを基に、「情熱」を持って「連帯」し、行動を起こすべきではないでしょうか。今年、G7の外相が初めて

広島に集い、核兵器を持つ国、持たない国という立場を超えて世界の為政者に広島・長崎訪問を呼び掛け、包

括的核実験禁止条約の早期発効や核不拡散条約に基づく核軍縮交渉義務を果たすことを求める宣言を発表しま

した。これは、正に「連帯」に向けた一歩です。

為政者には、こうした「連帯」をより強固なものとし、信頼と対話による安全保障の仕組みづくりに、「情

熱」を持って臨んでもらわなければなりません。そのため、各国の為政者に、改めて被爆地を訪問するよう要

請します。その訪問は、オバマ大統領が広島で示したように、必ずや、被爆の実相を心に刻み、被爆者の痛み

や悲しみを共有した上での決意表明につながるものと確信しています。

被爆者の平均年齢は80歳を超え、自らの体験を生の声で語る時間は少なくなっています。未来に向けて被爆

者の思いや言葉を伝え、広めていくには、若い世代の皆さんの力も必要です。世界の7千を超える都市で構成

する平和首長会議は、世界の各地域では20を超えるリーダー都市が、また、世界規模では広島・長崎が中心と

なって、若者の交流を促進します。そして、若い世代が核兵器廃絶に立ち向かうための思いを共有し、具体的

な行動を開始できるようにしていきます。

この広島の地で「核兵器のない世界を必ず実現する」との決意を表明した安倍首相には、オバマ大統領と共

にリーダーシップを発揮することを期待します。核兵器のない世界は、日本国憲法が掲げる崇高な平和主義を

体現する世界でもあり、その実現を確実なものとするためには核兵器禁止の法的枠組みが不可欠となります。

また、日本政府には、平均年齢が80歳を超えた被爆者をはじめ、放射線の影響により心身に苦しみを抱える多

くの人々の苦悩に寄り添い、その支援策を充実するとともに、「黒い雨降雨地域」を拡大するよう強く求めま

す。

私たちは、本日、思いを新たに、原爆犠牲者の御霊に心からの哀悼の誠を捧げ、被爆地長崎と手を携え、世

界の人々と共に、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向けて力を尽くすことを誓います。

平成28年（201 6年）8月6日                    広島市長 松井 一實

平 和 宣 言

核兵器は人間を壊す残酷な兵器です。
1945年８月９日午前11時２分、米軍機が投下した一発の原子爆弾が、上空でさく裂した瞬間、長崎の街に猛烈な爆風と熱線が襲いかか

りました。あとには、黒焦げの亡骸、全身が焼けただれた人、内臓が飛び出した人、無数のガラス片が体に刺さり苦しむ人があふれ、
長崎は地獄と化しました。
原爆から放たれた放射線は人々の体を貫き、そのために引き起こされる病気や障害は、辛うじて生き残った人たちを今も苦しめていま

す。
核兵器は人間を壊し続ける残酷な兵器なのです。
今年５月、アメリカの現職大統領として初めて、オバマ大統領が被爆地・広島を訪問しました。大統領は、その行動によって、自分の

目と、耳と、心で感じることの大切さを世界に示しました。
核兵器保有国をはじめとする各国のリーダーの皆さん、そして世界中の皆さん。長崎や広島に来てください。原子雲の下で人間に何が

起きたのかを知ってください。事実を知ること、それこそが核兵器のない未来を考えるスタートラインです。
今年、ジュネーブの国連欧州本部で、核軍縮交渉を前進させる法的な枠組みについて話し合う会議が開かれています。法的な議論を行

う場ができたことは、大きな前進です。しかし、まもなく結果がまとめられるこの会議に、核兵器保有国は出席していません。そし
て、会議の中では、核兵器の抑止力に依存する国々と、核兵器禁止の交渉開始を主張する国々との対立が続いています。このままで
は、核兵器廃絶への道筋を示すことができないまま、会議が閉会してしまいます。
核兵器保有国のリーダーの皆さん、今からでも遅くはありません。この会議に出席し、議論に参加してください。
国連、各国政府及び国会、ＮＧＯを含む市民社会に訴えます。核兵器廃絶に向けて、法的な議論を行う場を決して絶やしてはなりませ

ん。今年秋の国連総会で、核兵器のない世界の実現に向けた法的な枠組みに関する協議と交渉の場を設けてください。そして、人類社
会の一員として、解決策を見出す努力を続けてください。
核兵器保有国では、より高性能の核兵器に置き換える計画が進行中です。このままでは核兵器のない世界の実現がさらに遠のいてしま

います。
今こそ、人類の未来を壊さないために、持てる限りの「英知」を結集してください。
日本政府は、核兵器廃絶を訴えながらも、一方では核抑止力に依存する立場をとっています。この矛盾を超える方法として、非核三原

則の法制化とともに、核抑止力に頼らない安全保障の枠組みである「北東アジア非核兵器地帯」の創設を検討してください。核兵器の
非人道性をよく知る唯一の戦争被爆国として、非核兵器地帯という人類のひとつの「英知」を行動に移すリーダーシップを発揮してく
ださい。
核兵器の歴史は、不信感の歴史です。
国同士の不信の中で、より威力のある、より遠くに飛ぶ核兵器が開発されてきました。世界には未だに１万５千発以上もの核兵器が存

在し、戦争、事故、テロなどにより、使われる危険が続いています。
この流れを断ち切り、不信のサイクルを信頼のサイクルに転換するためにできることのひとつは、粘り強く信頼を生み続けることで

す。
我が国は日本国憲法の平和の理念に基づき、人道支援など、世界に貢献することで信頼を広げようと努力してきました。ふたたび戦争

をしないために、平和国家としての道をこれからも歩み続けなければなりません。
市民社会の一員である私たち一人ひとりにも、できることがあります。国を越えて人と交わることで、言葉や文化、考え方の違いを理

解し合い、身近に信頼を生み出すことです。オバマ大統領を温かく迎えた広島市民の姿もそれを表しています。市民社会の行動は、一
つひとつは小さく見えても、国同士の信頼関係を築くための、強くかけがえのない礎となります。
被爆から71年がたち、被爆者の平均年齢は80歳を越えました。世界が「被爆者のいない時代」を迎える日が少しずつ近づいています。

戦争、そして戦争が生んだ被爆の体験をどう受け継いでいくかが、今、問われています。
若い世代の皆さん、あなたたちが当たり前と感じる日常、例えば、お母さんの優しい手、お父さんの温かいまなざし、友だちとの会

話、好きな人の笑顔…。そのすべてを奪い去ってしまうのが戦争です。
戦争体験、被爆者の体験に、ぜひ一度耳を傾けてみてください。つらい経験を語ることは苦しいことです。それでも語ってくれるの

は、未来の人たちを守りたいからだということを知ってください。
長崎では、被爆者に代わって子どもや孫の世代が体験を語り伝える活動が始まっています。焼け残った城山小学校の校舎などを国の史

跡として後世に残す活動も進んでいます。
若い世代の皆さん、未来のために、過去に向き合う一歩を踏み出してみませんか。
福島での原発事故から５年が経過しました。長崎は、放射能による苦しみを体験したまちとして、福島を応援し続けます。
日本政府には、今なお原爆の後遺症に苦しむ被爆者のさらなる援護の充実とともに、被爆地域の拡大をはじめとする被爆体験者の一日

も早い救済を強く求めます。
原子爆弾で亡くなられた方々に心から追悼の意を捧げ、私たち長崎市民は、世界の人々とともに、核兵器廃絶と恒久平和の実現に力を

尽くすことをここに宣言します。
2016年（平成28年）８月９日                                   長崎市長 田上 富久 


